
上野原市 教育大綱

１ 大綱策定の趣旨

平成２７年４月 1日に地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法
律（以下「法」という。）が施行されました。この中で、上野原市長と上野原市教育委

員会が十分な意思疎通を図りながら、市の教育の課題などを共有し、より民意を反映し

た教育行政を推進するため、市長と教育委員会で構成する「総合教育会議」の設置が義

務付けられました。

また、近年、教育行政は、福祉や子育て、地域振興等の一般行政との密接な連携が必

要とされ、その面からも市長と教育委員会の相互の連携は必要不可欠になっています。

この法改正の趣旨や近年の教育行政と一般行政との関わりを踏まえ、市長に地域の実

情に応じた総合的な教育に関する施策の大綱の策定が求められています。

よって、法第１条の３第１項の規定に基づき、上野原市における教育、学術及び文化

の振興に関する総合的な推進を図ることを目的に、総合教育会議で市長と教育委員会が

協議を行ったうえで、平成２８年２月に教育大綱を策定しました。その計画期間が令和

４年３月をもって満了することに伴い、本大綱を改定しました。

２ 計画期間

期間：令和４年４月～令和９年３月

３ 基本理念

健やかに学び

輝く未来を拓く

心ふれあう上野原の人づくり

４ 教育施策の３つの柱

１ 「生きる力」を育む教育の推進

２ 生涯を通じた多様な学びの充実と文化・スポーツ活動の振興

３ 安心して学べる教育環境の整備

１ 「生きる力」を育む教育の推進

・学習環境を充実し、一人ひとりに向き合い、その自主性や自発性を重視した指導や

支援により、「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を育む教育を推進します。

・１人１台パソコンを新たな文房具として学校や家庭において日常的に活用すること

で、情報活用能力や、コミュニケーション能力と学力向上を目指し、Society5.0（超
スマート社会）を生き抜く次世代の子どもたちを育成するためＩＣＴ教育を推進し



ます。

・子どもたちと障がいを持った人や高齢の人等との交流により、豊かな人間性を培い、

思いやりの心を育む教育を推進します。

・様々な人々との関わりを通して、国際社会の中でバランス感覚を持ちながら活躍で

きる人を育てる教育を推進します。

・すべての学校に学校運営協議会を設置し、保護者や地域住民等の学校運営への参画

を促進し、学校・家庭・地域が連携した教育を推進します。

・こども園、幼稚園、小中学校、中学校間の連携を深めた教育を推進します。

２ 生涯学習を通じた多様な学びの充実と文化・スポーツ活動の振興

・地域に息づく伝統や文化を次世代に引き継ぐ活動や、先人達が築いた歴史に触れる

機会の提供等により、郷土を愛し地域を誇りに思う教育を推進します。

・豊かな自然との出会いや、その中での様々な活動を通して、自然に親しむ心や環境

共生社会の実現に向けた心の育成に取り組みます。

・子どもから高齢の人まで誰もが生涯にわたって学習できるよう、心ふれあう生涯学

習の環境を充実します。

・市民が身近な場所でスポーツに親しむことで、健康で生き生きとした豊かな生涯が

送れるよう、生涯スポーツ活動の促進を図ります。

３ 安心して学べる教育環境の整備

・子どもたちの生命と健康を最優先に考え、安心安全な学校生活を送ることができる

よう、学校・家庭・地域・企業等、関係機関の連携をさらに進め、地域社会全体で

学校安全に取り組みます。

・安心して子育てができるよう子育て家庭を支援しながら、子どもたちが安心して学

べるよう、より良い学習環境の整備を推進します。

・学校や図書館等が学校教育・社会教育の拠点として有効に機能するよう、また、防

災・コミュニティの拠点となるよう、施設の機能強化・多機能化を推進します。

・教職員のこれまでの働き方を見直し、日々の生活や教職員人生を豊かにすることに

より、自らの人間性や創造性を高め子どもたちに対して効果的な教育活動が行える

ように働き方改革を推進します。

上野原市長 村上 信行


